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土
浦
地
域
に
関
わ
る
中
世（
鎌
倉
～
室
町
時
代
）の

史
料
を
全
国
的
に
探
索
し
、
解
読
し
た
史
料
集
が
博
物

館
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た（『
土
浦
関
係
中
世
史
料
集 

上
巻
』雨
谷
昭
編
修　

２
０
１
５
年
３
月
刊
行
）。
今

回
刊
行
し
た
上
巻
に
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
争
乱

期（
12
世
紀
～
14
世
紀
）に
か
け
て
の
古
文
書
な
ど
総

数
５
０
０
余
点
の
史
料
が
解
読
さ
れ
、
豊
富
な
注
釈

を
つ
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
浦
地
域
に
関
わ

る
中
世
史
料
を
所
蔵
す
る
京
都
府
立
総
合
資
料
館
や

安あ
ん
ら
く
じ
ゅ
い
ん

楽
寿
院（
京
都
市
）、
国
立
公
文
書
館
な
ど
全
国
各
地

に
足
を
運
び
、
で
き
る
限
り
正
確
に
解
読
し
収
録
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
中
世
の
土
浦
地
域
は
、
当
初
そ
の
多
く
が
京
都
の
公

家
の
荘
園
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
幕
府
の

129

『
土
浦
関
係
中
世
史
料
集
』の
刊
行

　
―
江
戸
時
代
以
前
の
土
浦
の
記
録
― 

有
力
御
家
人
小
田
氏
が
、
今
の
つ
く
ば
市
小
田
に
城
を

構
え
、
土
浦
地
域
も
そ
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
世
の
常
陸
国
で
は
、
宗
教
界

に
も
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
大
和
西
大
寺
の
僧

忍に
ん
し
ょ
う
性
の
小
田
来
住
に
よ
る
律
宗
の
興
隆
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、
土
浦
市
内
に
は
般は

ん
に
ゃ
じ

若
寺
や
平
安
時
代
初
期
に
起

源
を
も
つ
東と

う
じ
ょ
う
じ

城
寺
な
ど
、
中
核
と
な
る
律
宗
寺
院
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

史
料
集
は
、
三
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一

部
の「
庄
園
関
係
」で
は
、
京
都
の
八
条
院
領（
皇
室
領
）

だ
っ
た
信し

だ
の
し
ょ
う

太
荘
や
南み

な
み
の
し
ょ
う

野
荘
な
ど
の
成
り
立
ち
や
動
き

に
関
わ
る
史
料
が
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
当
時
の
土
浦

が
南
朝
方
の
所
領
で
、
そ
の
経
済
的
基
盤
と
な
っ
て
い

た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
第
二
部
の「
鎌
倉
時
代
」は
、
当
時
の
歴
史
書『
吾あ

づ
ま妻

鏡か
が
み』の
中
か
ら
、
土
浦
地
域
を
治
め
て
い
た
小
田
氏
の

所
領
に
関
わ
る
記
載
な
ど
を
年
代
順
に
掲
載
し
、
小
田

氏
の
所
領
の
変
遷
と
と
も
に
土
浦
の
移
り
変
わ
り
が

見
え
る
史
料
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
金
沢

文
庫
古
文
書
」や「
西さ

い
だ
い
じ
こ
う
み
ょ
う
し
ん
ご
ん
け
ち
え
ん
か
こ

大
寺
光
明
真
言
結
縁
過
去
帳ち

ょ
う」、

『
雑ぞ

う
だ
ん
し
ゅ
う

談
集
』な
ど
、
僧
忍
性
や
般
若
寺
、
東
城
寺
な
ど
の

律
宗
寺
院
に
関
わ
る
史
料
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
重
要

性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
第
三
部
の「
南
北
朝
の
争
乱
」は
、
常
陸
国
の
争
乱
に

焦
点
を
当
て
、
常
陸
北
部
に
拠
点
を
置
い
た
北
朝
方
の

佐
竹
氏
と
南
朝
方
の
小
田
氏
と
の
対
立
に
関
わ
る
史

料
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
市
内
藤
沢
城
は
、
小
田

氏
の
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

史
料
を
と
お
し
て
南
北
朝
争
乱
期
に
お
け
る
新
治
地

域
の
あ
り
よ
う
が
見
え
て
き
ま
す
。
な
お
、第
四
部（
南

北
朝
～
室
町
時
代
前
期
）、
第
五
部（
室
町
時
代
後
期
・

戦
国
時
代
）は
史
料
集
の
下
巻
に
掲
載
予
定
で
、
現
在

刊
行
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

　
博
物
館
で
は
、「
霞
ヶ
浦
と
古
代
・
中
世
の
土
浦
」の

コ
ー
ナ
ー
で
、
律
宗
寺
院
で
あ
っ
た
般
若
寺
・
東
城
寺

と
そ
の
関
連
資
料（
般
若
寺
銅
鐘
・
結け

っ
か
い
せ
き

界
石
、『
雑
談

集
』写
真
な
ど
）
や
小
田
氏
関
連
資
料
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、12
月
27
日
ま
で
の
秋
季
展
示
で
は
、

上
記
の「
金
沢
文
庫
古
文
書
」や「
西
大
寺
光
明
真
言
結

縁
過
去
帳
」（
い
ず
れ
も
複
製
品
）な
ど
の
貴
重
な
史
料

を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ご
紹
介
し
た
史
料
集
も
博
物
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
下

さ
い
。

※
な
お
、『
土
浦
関
係
中
世
史
料
集 

上
巻
』
は
、
博
物

館
受
付
に
て
一
冊
２
０
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４･

２
９
２
８
）

土浦関係中世史料集

般若寺の結界石（県指定文化財）


